
「急傾斜法面等に適用できる草刈り技術」技術比較表
CRAWLER抜粋 2024/5/28国土交通省公表

概略

・CRAWLER他6機種を現場実証等行った

・CRAWLERは、国土交通省が要求する性能をすべて満たした

・比較表は、NETISホームページのテーマ設定型の比較表 に掲載

CRAWLER輸入元 株式会社バンブー苑
https://www.bamboo-en.co.jp/crawler/

TEL 0565-33-5904  FAX 0565-33-5903



 

 

 
 
 



試験条件

※1

検証結果

応募資料

(カタログ値)

応募資料

最大除草角度 37度

CRAWLER

基本

性能

平均除草角度

(3箇所計測・平均)
36度

性能

種別
性能評価項目 要求性能 性能評価 項目

1,978mm

最大除草角度 45度

除草作業(勾配35度以上)の可否 可

A-2 基本寸法車両総質量
4tトラック(平ボディ)に積載可能で

あること

寸法5,000×2,100×

2,500mm以下であればよい

車両総質量4,000kg以下であればよ

い

寸法
全幅

車両総質量

全⾧

856kg

4tトラック(平ボディ)積載の可否 可

1,400mm

全高 980mm

- 作業装置の形式 ハンマーナイフ式

速度 0～6km/h（無段変速）

A-4 走行速度 走行速度： 仕様との確認 検証結果

(作業速度)

速度(35度以上の法面)

 (3回計測・平均)

検証結果

(走行速度)

速度(平坦地、砂利)

 (3回計測・平均)
6.3km/h（前後進）

傾斜地での連続作業時間 約2時間

施工量(680㎡/日以上)の速度の可

否
可

1.0km/h

施工量(換算値)

(参照:Cの検証結果)
7,875㎡/日

エンジンオイル焼き付き防止対策

A-5 連続作業時間 - 連続作業時間が⾧いほうがよい
(応募資料) ・燃料満タンでの連続稼働時間

※１) 法面勾配は、一定ではなく試験場所によって異なる。

性能

種別
性能評価項目 要求性能 性能評価 項目

技術名称

CRAWLER

可

レンタル
可(レンタル店を介したレンタ

ル)

経済

性
B

初期投資

・運転費用・維持管理費

㎡単価が肩掛け式草刈機より低いこ

と
41.21円/㎡以下であればよい※1

応募資料

供給方法

販売

検証結果

㎡単価

(当該試験における参考値)
9.534円/㎡

41.21円/㎡以下での除草作

業の可否
可

費用

初期投資 ※2 概算880万円

運転費用・ 維持管理

費・その他

※3

・維持費:約30万円/年

(年間300時間使用、消耗品オイ

ル類交換年3回程度・刃の交換年

2回程度、部品+整備士費用)

1時間当たり施工量(最大) 8,400㎡/h 【注8,400㎡/日】

工程 C 作業効率
肩掛け式草刈機による施工より作業

効率が高いこと

肩掛け式草刈機の日当たり施工量

(680㎡/日)以上であればよい※4

応募資料
連続作業時間 約3時間/給油

草密度(9箇所計測・平均) 67株/㎡

検証結果

施工面積 546㎡

草丈(9箇所計測・平均) 77cm
試験条件

天気 〈前日〉 晴れ〈晴れ〉

角度(3箇所計測・平均) 36度

1日当たりの施工量(換算値) 7,875㎡/日

肩掛け式草刈機(680㎡/日)以上の

作業の可否
可

作業時間 25分59秒

技術名称

A-1 最大除草法面勾配 (等高線作業時) 法面勾配35度

A-3 作業装置の形式(刃形状)
ハンマーナイフ式またはロータリナ

イフ式であること

走行速度：仕様と同じであればよ

い

作業速度：施工量(680㎡/日以上)

を満たせればよい

・エンジンのクランクケース、

ベンチレーションを様々なコン

ポーネントで安定している
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応募資料

検証結果

検証結果

可

刈跡

除草前

5mm

検証結果

刈高さ(9箇所計測・平均) 72mm

最低刈高さ

平均刈高さ100mm以下での

除草作業の可否

除草後

無し

走行部

D-2 堤防への影響
堤防を損傷しないこと

不陸を生じないこと
堤防の損傷がないほうがよい 検証結果

損傷の有無

D-1 出来形
刈高さ 100mm以下であること 刈跡

が綺麗であること

平均刈高さ100mm以下であること

刈跡が綺麗な方がよい

旋回部

CRAWLER

※１) 土木工事標準積算基準書を参考に、Cの検証結果(1日当たりの施工量(換算値))により試算。

※２) 2022年12月時点の見積り額による。

※３) 応募資料から読み取れたものに限る。

※４) 1日当たりの作業時間は、機械損料表の無償貸与機械の草刈機で設定されている運転日当たり標準運転時間より、6.3時間とする。

性能

種別
性能評価項目 要求性能 性能評価 項目

品質

・出

来形

安全装置

非常停止装置 有り

傾斜計 －

安全

性

E-1 作業員の安全性
巻き込まれない、ひかれないこと

通信異常による暴走がないこと

安全装置(非常停止装置)がついて

いること

走行停止すること

停止距離・時間が短いほうがよい

応募資料

検証結果

(非常停止ボタ

ン)

試験条件

警告ランプ －

その他

・オペレーター転倒検知機能

・前照灯

・フラッシュライト標準装備

クラクション 有り

走行停止の可否 可

停止距離(3回計測・平均) 93cm

走行停止における安全装置

・自動クラッチ切断:オペレータ

転倒時、無線混線、異常検知

・エンジン強制停止:エンジン異

常高温、クラッチを切断できな

い場合

操作レバーから手を離した時の

走行停止の可否
可

停止距離(3回計測・平均) 207cm

停止時間 0.53秒

検証結果

(電波遮断)

走行停止の可否 可

飛石対策 有り

対策方法 ・樹脂製フラップ装備

停止時間 1.18秒

刃の回転 アッパーカット

検証結果

飛石による損傷痕

(3回計測・平均)
3個

模擬小石(置き石) 35個

草刈機の刈幅 1,400mm

飛石対策の有無
有り

E-3 草刈機の安全性 転倒・滑り落ちないこと
転倒・滑り防止対策がされている

こと

応募資料

飛散率(参考) ※3 (8％)

E-2 第三者の安全性
巻き込まれ、ひかれないこと

飛石対策がされていること

飛石対策がされているほうがよい

飛石が少ないほうがよい

応募資料

転倒の有無 無し

※１) 電源ボタンと非常停止ボタンが同じため、非常停止ボタンによる停止距離と同じ値とする。

※２) 前方への飛散ではなく後方への飛散の評価である。

※３) 全機種の砂台に模擬小石の他に小石が含まれていたため、飛散率が100％を超えた機種があった。

転倒・滑り防止対策 有り

対策方法

・履帯の大型パターン

・履帯の山が高く、ハの字型に

配置された履帯で傾斜での滑り

を抑制
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試験条件

検証結果

油漏れがないこと

-20℃～50℃

その他
・最高動作湿度:97%

・送受信機 IP65

CRAWLER

施工

性

F-1 気象条件適応性
雨天後、法面が湿潤状態で稼働でき

ること

刈残しがなければよい 作業時間が

短いほうがよい

滑りによるふらつきが少ないほう

がよい

性能

種別
性能評価項目 要求性能 性能評価 項目

※１) 建築物衛生法の浮遊粉じんの量を参考とした。

※２) 音の大きさの目安  100dB：電車が通る時のガード下（(公財)日本環境協会 など参照）

※３) 記載値は補正値(粉じん濃度＝除草作業中の計測値 - 除草作業前の計測値)である。

音響パワーレベル ※2

(除草作業時、3回計測・平均)
107.6dB

粉じん濃度 ※3

(3回計測・平均)
0mg/㎥

環境 G 周辺環境への影響

騒音・粉じんが少ないこと

騒音が少ないほうがよい粉じんが

少ないほうがよい(0.15mg/㎥以下

※1)

検証結果

油漏れがなければよい 油漏れ対策

消耗品 ・在庫有り

その他

(消耗品以外)

・約7日間

(エンジン部品・送受信機以外の

パーツ)

※海外からの取り寄せ

・燃料キャップ、エンジンオイ

ル

キャップ、作動油キャップにゴ

ムパッキンあり

湿潤状態での稼働の可否 可

F-2 整備・ 部品供給
修理や部品の調達に時間がかからな

いこと

修理時間・部材調達時間が短いほ

うがよい
部材調達時間

土壌含水率 40%

応募資料

動作温度
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